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読み方を学ぶ読み聞かせの単元開発
学習開発 コ ース (1 02209 1 2) 那 須 利 佳 子
本研究の 目 的は， 考え聞かせを取 り 入れた読み聞かせ単元を小学校 2 年生で、開発 し， そ
の効果を明 ら かにする こ と であ る。 考え聞かせ と は， 読みなが ら考えてい る こ と を言葉に
する活動である。 子 ども たち は， 本紹介を通 し て， 好き な場面についての考え聞かせを行
っ た。 8 割の子 ど も が考え聞かせに楽 しんで取 り 組んだ と 答えた。 実践後の感想、で， 登場
人物の行動か ら 気持ち を想像する こ と な どが身に着いた と 確認で き た。
[キー ワ ー ド] 読み聞かせ (read aloud) ， 考え聞かせ(think aloud) ， リ ーディ ング ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ，
朝読書
1 問題の所在 と 方法
平成 23 年度は， 2 年生 32 名 を担任 した。 担任
する学級の子 ど も た ち は， 4 月 当初から， 教師の
読み聞かせの時間が好き で、， 時間にな る と 読み聞
かせ場所にす ぐに集ま っ て く る様子だ、っ たO だが，
1 人で読書ができ る 子 ど も は， 半数ほ どの特定の
子 ど も だけだ、っ た。 その他の子 ど も たちは， 友だ
ち と 一緒に迷路の本を読んだ り ， キ ャ ラ ク タ ー を
見つけ る 本で一緒に探 した り する読書活動だ、っ た。
筆者は， 読み聞かせを楽 しみつつ， 同時に物語
を 自 分の力で読め る よ う になっ てほ しい と願 っ て
い る。 そ こ で， 本研究は， 子 ど も たちが意欲的に
参加する朝読書の読み聞かせの活動を基盤 と しな
が ら ， 国語の読書指導 と 関連付けて， 読み方を学
ぶ単元 を開発 した。 単元には， 考え聞かせの活動
を取 り 入れた。 考え聞かせ と は， 子 ど も が読みな
が ら考えている こ と を言葉 にす る 活動であ る。
本研究の 目 的 は， 考え聞かせを取 り 入れた読み
聞かせの単元を開発 し， 子 ど も たち が 「優れた読
書家の読み方」 を学んでい く こ と ができ る かを検
討する こ と であ る。 本単元の効果は， ア ンケー ト
な どか ら 明 ら かにする。
2 先行研究の検討
(1) 読み聞かせの在 り 方
松岡享子 (1987) は， 読み聞かせの在 り 方につい
て， 次の よ う に示 している。
読み聞かせに適 した絵本の条件は、 子 ど も
に理解でき 、 共感でき る テーマ と 題材を選ぶ
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べき である。 物語絵本は楽 しむも のであ る か
ら 、 質問魔や説明魔にはな ら ない こ と
松岡は， 読み間かせの最中， 言葉をは さ ま ず，
静かに聞 く こ と を読書指導の 目 的 と してい る。 じ
っ く り 話の世界に浸っ て楽 しむ こ と が読み聞かせ
では大切だ と している のであ る。 読み間かせの最
中だけではな く ， 読み聞かせ後の感想につい て も
言及 し て い る のが， 村上淳子 (1999) であ る 。
村上は， 読み聞かせをする上で大切な こ と のー
っ と し て 「感想は聞かなし リ こ と を示 し， その理
由 と して次の よ う に述べてい る。
いつ も 、 「感想を何て話した ら いいのかな」
と か、 「 こ んな こ と いっ た ら 、 笑われちゃ う か
な」 と い う よ う な こ と を考えなが ら 聞いてい
な ければな ら な い。
村上も ， 松聞 と 同 じ よ う に， 余計な こ と に と ら
われず， じっ く り 話を聞 く こ と が楽 しむ こ と だ と
述べている。 浸 っ てい る 間 の言葉は， 子 ど も が本
の世界に浸 る こ と を妨げる と い う も のであ る。
他方， ルーシー ・ カルキンズ(2010) は， I定期
的に読み聞かせや考え聞かせをすれば、 子 ど も た
ち も それを楽 しみに待つ よ う にな る だけでな く 、
その と き に、 自 分たちが どの よ う に学んで、い く の
か と い う こ と も分かっ て く る よ う にな り ます」 と
述べてい る 。
読み聞かせは， 物語の世界に浸 り ， 楽 しむ こ と
ができ る 活動であ る。 本の世界にゆっ く り と 浸 り ，
言葉を発する こ と のない静かな世界で思いを も ち
なが ら話を聞 く 時間は， 大切であ る。 しか し， そ
れだけではな く ， カルキンズ、が述べる よ う に， ["物
語を どの よ う に読んでい く のか」 と い う 読み方を
学ぶ こ と も大切である。 読み聞かせを通 して， 本
の世界を楽 しむ こ と と 同時に， 本の読み方を学ぶ
こ と も で き る と 考え る。
(2) カ ノレキンズの読み聞かせ と 考え聞かせ
カノレキンズは， [" 自 分たちが どの よ う に学んでい
く のカリ が分かる よ う になる ための 「読み聞かせ」
や 「考え聞かせ」 の方法 と して， 5 つを挙げてい
る。 その中の 2 つ を示す。
- ク ラ ス 全体で本の読み方を学ぶ。
・ 子 ども たちが、 本について話した り 考えた
り でき る よ う に読み聞かせを使 う 。
カ ルキンズは， 話の 4 ""'-' 5 ページの読み聞かせ
を行っ た後に， ["ち ょ っ と 立ち止ま る 時間」 を設け
る こ と の大切 さ を述べている。 カ ルキンズは， ["そ
う する こ と で、 今 よ り も っ と 予想 した り 、 類推 し
た り 、 すでに 自 分の知っ てい る こ と と 結び付けた
り 、 質問 した り 、 自 分の理解を確認 した り しなが
ら読める よ う にな る のです」 と 意義について述べ
ている。 以下に， ["ち ょ っ と 立ち止ま る 時間J につ
い ての具体的な実践例を示す。
ノ\ナは、 ゴ リ ラ が 大すき。 ゴ リ ラ のほんは い
っ ぱい みた し、 ゴ リ ラ の え も い っ ぱい か
いた。
だけ どね、 ハナは ま だい ち ど も 、 い き てい る
ゴ リ ラ を みた こ と がないんだ。
ノ\ナ のお と う さ んは、 ど う ぶつ え ん に ハナ を
つれて っ て く れ る ひま が ないんだっ て。
お と う さ んた ら 、 なにをする ひま も ないんだ。
(ア ン ソ ニー ・ ブラ ウ ン : Wすき です ゴ リ ラ 』
pp. 1-3) 
私は、 「二人一組にな っ て、 こ こ ま でで気付い
た こ と 、 これから ど う な る か と 思 う こ と について
話 し合っ てみて く ださ い」 と 言いま した。 (中略)
子 ども た ち か ら は、 以下の よ う な発言が出て き ま
した。
・ 最初に主人公の特徴をはっ き り と 示 している。
ノ\ナ は ゴ リ ラ の こ と で頭がし 1っ ぱいで、 ウ ィ リ
ーは腰抜けだ。
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• wこ し ぬけ ウ ィ リ ー』 では、 ウ ィ リ ーは腰抜け
から脱却 し よ う と している。 ハナは、 ゴ リ ラ の
こ と で頭がい っ ぱい と い う こ と か ら抜けだそ
う と する のだろ う か ? ハナは、 お父 さ んに ゴ リ
ラ を見に連れていっ て も ら える よ う に、 お父 さ
んに働 き かけ る のだろ う か ?
• wこ しぬけ ウ ィ リ �j] の書き 出 しは、 ( こ の ク ラ
ス にい る ) マ リ オの話のは じま り みたいだ。 マ
リ オは、 も と も と は初めて 自 転車を手に入れた
日 の こ と か ら書いていたが、 それを修正する段
階で書き 出 し を変 えた。 つま り 、 「来る 日 も来
る 日 も 自 転車がほ しかっ た」 と 、 自 転車がま だ
手に入 っ ていない と き の こ と か ら書き は じめ
た。 ア ン ソ ニー ・ ブラ ウ ン も 同 じ よ う な方法を
使っ て、 来 る 日 も 来 る 日 もハナはゴ リ ラ が見
たかっ た、 そ して 「あ る 日 J ついに ゴ リ ラ を見
ま した、 と 話が進むのだろ う か ?
「ち ょ っ と 立ち止ま る 時間j の発言を紹介 した
1 人 目 の子 ど も は， ["主人公が どんな人物なのか」
について発言 した。 大すき で ゴ リ ラ の絵もいっぱ
い描いたハナについて 「 ゴ リ ラ の こ と で頭がし 1っ
ぱいJ と 特徴付けている。
2 人 目 に紹介 した子 ど も は， 同 じ作者の本であ
る 『こ しぬけ ウ ィ リ ー』 の主人公 と 比較 し， 類推
し， 同 じ よ う な展開にな るのかと期待を込めた疑
問 を投げかけて い る 。
3 人 目 に紹介 した子 ど も は， ク ラ ス の友だちの
経験 と 比べ， 書き は じめの似ている 点を指摘 して
いる。 そのため， 同 じよ う な展開になる のか と 予
想 している のであ る 。
考え聞かせを読み聞かせに取 り 入れる こ と で，
読み手は， 感 じていた こ と を改めて言葉にする。
そ う する こ と に よ っ て， 本に対する思いを確かな
も のに した り ， 話の展開に期待を膨ら ませた り す
る こ と ができ る。 開 き手は， 一緒に読む仲間が ど
の よ う な こ と を考えなが ら読んでい る のかを知 る
こ と ができ る。 そ して， 読書での新 しい読み方を
取 り 入れた り ， 本への理解を さ ら に深い も のに し
た り する こ と がで き る のである。
(3) 優れた読書家の読み方
カ ルキンズは， 「優れた読書家は どの よ う に本に
反応す る かj について， 7 つの方法を挙げている。
本研究では， これを優れた読書家の読み方 とする。
以下に， 本研究で爵見 したい 3 つを挙げて示す。
- 優れた読書家は、 登場人物が どんな人かを
考 え る 。
- 優れた読書家は、 登場人物の気持ちになっ
て登場人物の よ う に話す。
- 優れた読書家は、 本か ら 自 分 と のつなが り
を見いだす。
1 つ 目 の登場人物が どんな人物かを考える こ と
については， 次の よ う に考える。 登場人物の行動
パターンや発言に注 目 して読む と ， 性格や特徴付
けができ る。 そ う する こ と で， 読み手は， 次の展
開 を予想 した り ， 共感 した り しな が ら ， 楽 し く 本
を読め る よ う にな る。
2 つ 目 の登場人物にな る と い う 点におい て も ，
1 つ 目 と 同様に， 共感でき る こ と が よ い点であ る
と考える。 共感する こ と で， 自 分が登場人物であ
る かの よ う に， わ く わ く した り ， どき どき し た り
する楽 しみが増え る 。
3 つ 目 の本 と 自 分 と のつなが り においては， 楽
し め る と 同時に， 自 分の生活に活かせる よ う にな
る と 考える。 「 自 分だ、っ た ら登場人物の よ う な行動
はでき ない と 思 う けれ ど， 少 しまね してみょ う か
な」 な ど と 思える よ う にな る こ と である。 自 分 と
比べて考え る こ と で， 違っ た新 しい考え方を知 り ，
生活に活かす こ と ができ る よ う に な る。
以上の 3 つの読み方を活用でき る よ う にな る こ
と を 目 指 し， 実践を行っ た。
3 実践 と 結果 (明 ら かにな っ た こ と )
以下の実践は， 山形県のA小学校 2 年生 (児童
数 32 名 ) で、行っ た授業実践で、ある。 カルキ ンズの
考え聞かせを入れた読み聞かせ単元 を通 して， 優
れた読み手に近づけたか ど う かを検証してい く 実
践であ る。
ね ら い と した指導事項は， 国語 r c 読む こ と J
の 「楽 しんだ り 知識を得た り する ために， 本や文
章を選んで読むこ と 」 と 「場面の様子について，
登場人物の行動を 中心に想像を広げなが ら読む こ
と 」 で あ る 。
(1) 読み聞かせの活動
201 1 年 4 月 か ら ， 朝読書の時間に， 読み聞かせ
を行っ たO 時間は 15 分間で， 4 ・ 5 月 で計 7 回実
施 した。 筆者は， 読み聞かせで， 低学年でも 内容
が理解 しやすい本， 笑いが生まれる よ う な本， 感
動する 本， シ ソ ーズ化 さ れている本を選んだ。
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①係の子 ど も に よ る読み聞かせ
6 月 か ら係の子 ど も に よ る読み聞かせが 自 発的
に始ま っ た。 計 6 回で， どの回 も 自 分たちで本を
選び， 読み聞かせを行っ た。 1 度， 聞 き 手の子 ど
も たち が飽き て しま っ てい る 回があっ たが， 係の
子 ど も がその こ と に気づき ， 本を変更 していた。
7 月 にな る と ， 係の子 ど も たちが相談 し， 次の
日 に読む本の読み方を練習する よ う になったO さ
ら に， s 君やT君が給食後の待ち時間 に 「本を読
んでも し \1; \かj 尋ねてき た。 2 人の行動か ら， 他
の子 ど も たち も給食後の待ち時間 に， 好き な本を
読む よ う になっ た。
2 学期 も， 1 学期に図書係だ、っ た児童 1 名 を含
めた 3 名 の男子児童が図書係に立{長補 し， 1 1 月 ま
で， 読み聞かせを続けた。
②明 ら かに なっ た こ と
子 ども たち の様子か ら， 以前よ り も本を読みた
い意欲が高ま っ た こ と が分かる。 7 月 に行っ た読
み聞かせについてのア ンケー ト では， 31 名 中 30
名 が 「 と て もすきJ rすき j と 答えた。 子 ど も たち
は， 読み間かせに も興味を示 している こ と が分か
っ た。 し か し， 読書 ( 1 人で本を読む こ と ) は 「す
き J だが， 読み聞かせは 「 と て もすきJ と 答えた
子 ど も が 6 名 いた。 「読み聞かせJ の方が も っ と 好
き だ と い う こ と であ る。 好き と答えた子 ど も が，
「読むJ ではな く ， 読み聞かせの 「聞 く 」 こ と の
方に楽 し さ と 心地 よ さ を感 じて い る と 考え る 。
図書係の 2 名 は， ア ンケー ト で， 読んで聞かせ
る 楽 し さ を感 じ， 読み間かせが好き だ と 答 えた。
係の子 ど も たちだけではな く ， 学級全員が読む こ
と を楽 しみつつ， 読み方を学び活用 でき る よ う に
な る こ と をね ら い と し， 次の実践に取 り 組んだ。
(2) rお手紙」 での授業実践
①授業の様子
2011 年 10 月 に， 次に示す計画の通 り ， 授業実
践を行っ た。 学習のね ら いは， rかえ る く ん と がま
く んの行動や会話か ら， 気持ち を想像 して音読す
る」 と した。 今回の実践では， 役割読みでの 「付
け足すセ リ フJ を 「考え聞かせ」 と 位置付け， 音
読に活かす学習活動を終末に設定 し た。
時 主な学習活動 評価
1 場面ごとにベアで 0場面ごとのかえる く んとが
4 の考え聞かせをす ま く んの行動から ， 考えた
る。 こ と を話せたか。
5 音読日記をつけな 0考えたこ と ， 想像したこ と
7 がら， 読み方の工 を付け加えながら ， 音読を
夫をする。 工夫していたか。
8 音読劇で発表し， 0考えたこ と ， 想像したこ と
9 読み方を掘 り 返 を音読で表現できたか。
る。
第 5 時~第 7 時では， 行動か ら想像 したセ リ フ
を付け加 えなが ら音読練習 に取 り 組んだ。 音読 日
記に記 した様子 を 3 名 取 り 上げる。
取 り上げた部分と付け加えたセ リ フ
M (女) 「ばから しいこ と言 う なよ。 ず」っ とまってて
もこないさ♀ むだだよ、 かえる く ん。 J
C (女) 「ばから しいこ と言 う なよ。 お手紙なんか、 く
れる人いるわけないじゃん♀j
A (男) fでも 、 来ゃしないよ。 お手紙なんか…」
「 とてもいいお手紙だ。 本当にあ り が と う。」
「きみが。 う そだろー。 J
②明 ら かに な っ た こ と
明 ら かにな っ た こ と は， 次の 2 点であ る。
1 点 目 は， 1 学期， 読書が嫌いだと答えたA君
が付け足すセ リ フ を考え， 発表でき た こ と である。
第 5 時の始めの頃は， 音読 日 記に付け足すセ リ フ
を書 く こ と ができずにいた。 途中で声をかけた と
こ ろ， A君は， rでも 、 来ゃ しないよ」 と 言 う がま
く んのセ リ フ に付け足 したい と 思っ てい る こ と が
分かっ た。 そ こ で， r どんな気持ちだっ た と 思 う か」
A君に尋ねた。 する と ， A君は 「お手紙なんか来
ないっ てい う 気持ちj と 答えたので， 筆者は， rお
手紙なんか」 と い う セ リ フ を付け足す こ と を提案
した。 その 日 のA君の振 り 返 り は r@J だ、っ た こ
と か ら， 自 分の学習に意欲を も ち始めた こ と が分
かる。 第 6 時か ら は， 教師の支援な しで， 自 分で
付け足すセ リ フ について考え， 音読 日 記に書 く こ
と ができ た。 自 宅でも， 付け足 したセ リ フ を入れ
ての音読練習 をがんばっ ていた様子で， 音読劇の
時には， r本当 に驚いた様子が出ていたj と 友達か
ら感想を も ら っ た。
2 点 目 は， 32 名 全員 が付け足すセ リ フ について
考え る こ と ができ ， M さ ん， C さ んの よ う に3 内
容が登場人物の気持ち を想像 したも のにな っ てい
る こ と であ る。 がま く んの卑屈 さ や驚き， 喜びな
どの気持ち を想像 し， セ リ フ に した。 登場人物の
気持ち を想像 し， セ リ フ を付け足 してい る ため，
自 分の言葉 と な り ， 感情が入れやすい と 考える。
1 3 5  
「お手紙」 の実践では， 教科書の樹オを使し 1実
践 したため， 読み聞かせに適 している絵本を使っ
て， 読み方を学ぶ考え聞かせを取 り 入れた本紹介
を したい と 考え， 次の実践を試みた。
(3) 考え聞かせを取 り 入れた本紹介
①単元計画 (総時数 8 時間)
201 1 年 12 月 に以下の実践を した。 自 分で本を
読んで、い く こ と ができ る よ う に な る ための方法を
学ぶこ と を 目 的に， 以下の単元を計画 した。 考え
聞かせは， カ ルキンズ、の優れた読書家の読み方の
3 つの観点で考えた こ と を付筆紙に書き ， 本紹介
で話すよ う に した。 本計画の学習のねらいは， 次








・ 選んだ本や紹介 さ れた本を進んで読む。
. r登場人物が どんな人かJ r選んだ場面の登場
人物の気持ちJ r本 と 自 分 と のつなが り J につ
いて考えなが ら読んだ り ， 聞いた り する。
主な学習活動 評価







考え聞かせを学習に取り 入れ 0観点ごとに， 自分
る。 が本を読みながら
- 登場人物{象， 登場人物の気 考えているこ と を
持ち3 自分との比較の観.� 付筆紙に書く こ と
で， 本を読んでいき， 考え ができたか。
た こ と を色別に付筆紙に
書く 。









②第 2 ・ 3 ・ 4 時の様子
a) S 君の読みの変化
読む こ と が苦手な S 君は 『デ、イ ヒ、、 ツ ド、がやっ
ち ゃ っ た』 と し づ 本を選んだ。 選んだ場面は，
ケー キ を こ っ そ り 食べた主人公が 口 にチ ョ コ
レー ト をつけなが ら も 「ぼ く じゃ ない も んj と
言い張る場面であ る。 S 君は， 第 4 時の始め，
こ の場面の主人公の人物像を 「いたず ら っ こJ
と していた。 ど う していたず ら っ こ だ と 思っ た
のか聞いた と こ ろ， I どろ をつ け てい る か ら j
と 答えた。 その時， 一緒に S 君の考え聞かせを
聞いていたN さ んが， I違 う よ ， どろ じ ゃ ない
よ。 ケーキがあ る じゃん。 チ ョ コ レ} ト 」 と 言
っ た。 S 君は 「そ う なの ? J と つぶやき ， 本の
ページ を め く り 出 した。 読み直 し始め， I く い
しんぼ う 」 と い う 人物像の付筆紙を書き 足 した。
b) 明 ら かに な っ た こ と
「いたず ら っ こ」 と い う 人物像は， こ の場面に
適 した言葉ではある。 し か し， s 君が思っ てい
た 「い たず ら っ こJ と は， 意味合いが違 う 。 S
君は， N さ んに， 主人公の人物像についての 自
分の考えを聞い て も ら う こ と に よ っ て， 正 しい
内容を知 り ， 捉えなおすこ と ができ た。
③第 5 '"'"' 8 時の本紹介の流れ
1 . 好 き な場面の読み聞かせ
2 . 読み聞かせを聞いての感想
3 . 考え聞かせ を入れた読み聞かせ (同 じ場面)
4 . 紹介 した本の よ さ について， 考えた こ と
や感 じ た こ と の発表
④K さ んの本紹介
a) K さ んの本紹介の様子
『ペネ ロ ペあい さ つでき る かな』
1 . 好 き な場面の読み聞かせ
「 ぬい ぐ る みの う さ ち ゃ んがいな く な っ ち ゃ っ
た。 わた し う さ ち ゃ んがいない と ねむれない。
パパ と ママがいっ し ょ に さ が して く れたの。 わ
た しの う さ ち ゃ ん、 あ っ た。 パパがま く ら の下
か ら 見つ け て く れた よ。 」
ママが聞 く の。
「ペネ ロ ペ、 パパに何て言 う の ? J
「 えー と 、 ごめんな さ し ゅミな ? ま たま ち がい。 パ
パに言 う のは、 ごめんな さ い じゃ な く て、 あ り
が と う 。 今 日 は、 あい さ つ をた く さ ん覚えたよ。
帰 る と き には、 さ よ う な ら。 悪い こ と を しち ゃ
っ た と き には、 ごめんな さ い。 お友だち に さ い
し ょ に言 う のは、 こ んにちは。 何か して も ら っ
た と き にはあ り が と う 。 」
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2 . 読み聞かせを聞いて の感想
K (男) : ち ゃ ん と ， はき はき読んでていい と 思い
ま した。
c (女) : わた し も， う さ ち ゃんの人形を も っ てい
て， な く した と き が あ る ので， 同 じだな
と 思いま した。
T (男) : ペネ ロ ペが今ま で どんなあい さ つ を して
き たのか知 り たいです。
3 . 考 え聞かせを入れた読み聞かせ
(考え聞かせ : 太字， 下線)
「お友だちに さ い し ょ に言 う のは、 こ んに ち は。
何か して も ら っ た と き にはあ り が と う 。 どヱ盛
い覚え られて よ かっ たなo J (K さ んは， 人物像
と して こ の考え聞かせを入れてい る 。 )
4 . 紹介 した本の よ さ について， 考えた こ と や感
じ た こ と の発表
R (女) : わた し も K さ ん と 同 じ で， あい さ つをい
っ ぱい覚 え られて よ かっ たな と 思い ま
した。
日 (女) : わた し も K さ ん と 同 じで， ペネ ロ ペがあ
い さ つ を覚え ら れて よ かっ たな と 思い
ま した。
M (女) : わた しは， K さ ん と 少 し違 う け ど， ペネ
ロ ペは， いっ ぱい覚えたけれ ど， も っ と
た く さ んのあい さ つが あ る ので， も っ と
覚 え て ほ しいな と 思い ま し た。
b) K さ んの本紹介か ら 明 ら かに な っ た こ と
K さ んは， ペネ ロ ペがあい さ つを覚え られた
こ と が 「 よ かっ たJ と 思っ ている。 自 分の経験
を思い出 しなが ら ， ペネ ロ ペが覚 えたあい さ つ
はた く さ んあ る と 考えた。 4 で発表 した R さ ん，
H さ ん も 同 じ よ う に K さ んに共感 した こ と が
分かる。
M さ んは， I覚え て よ かっ たj こ と には共感 し
て い る が， I他のあい さ つ も も っ と 覚 えてほ し
いJ と感想を付け加えた。 K さ んの考え聞かせ
やR さ ん， H さ んの感想を聞 き ， それをM さ ん
自 身 と 比べ， Iわた しは， も っ と あ い さ つの言
葉 を知 っ ている。 だから ， ペネ ロ ペに も そ う な
っ てほ しし リ と 願い を付け加 えた と 考え る 。
e s さ んの本紹介
『ふ く ろ う く ん』
1 . 好 き な場面の読み聞かせ
お月 さ ま は、 雲にかく れていま した。 ふ く ろ う は
さ が しま したが、 お月 さ ま はいません。
「友だち と さ よ な らする のは、 いつでも ち ょ っぴ
り 悲 しい こ と だな。 」
と ふ く ろ う は言いま した。 ふ く ろ う は家に帰 り ま
した。 パジャマ を着て、 ベ ッ ドに入 り ま した。 へ
やは真つ く ら です。 ふ く ろ う は、 ま だ悲 しかっ た
ので寸。 と つぜん、 ふ く ろ う のへやはぎん色の光
で照 ら さ れま した。 ふ く ろ う は、 窓の外を見ま し
た。 お月 さ ま が雲か ら 出て き たのです。
「あ一、 お月 さ ま。 君は、 ずっ と ぼ く の家ま でつ
いてき て く れたんだ。 なんて、 いい友だちなん
だ、 君は。 」
ふ く ろ う は言いま した。 それか ら 、 ふ く ろ う は、
ま く ら に頭をつけて 目 を と じま した。 お月 さ ま の
光は、 ずっ と ま どから差 し込んでき ま した。 ふ く
ろ う は、 ち っ と も悲 し く な んかないので した。
2 . 読み聞かせを聞いての感想
K (男 ) : ふ く ろ う がお月 さ ま と 友だちにな る のが
見た時がないので， 見てみたいです。
R (女) : わた しは， ふ く ろ う がないた と こ ろ は見
た時が あ る け ど3 お月 さ ま と しゃべっ て
い る と こ ろ を見 た時がなし 1 か ら 見てみ
たいな と 思いま した。
y (女) : わた しは， お月 さ ま と 雲が し ゃべっ て友
だち に な っ た と こ ろ を見た時がないの
で， す ごいな と 思いま した。
3 . 考 え聞かせ を入れた読み聞 かせ
「パジ ャ マ を着て、 ベ ッ ドに入 り ま した。 へやは
真つ く ら です。 ふ く ろ う は、 まだ悲 しかっ たの
です。 ふ く ろ う く ん， 悲 しそ う だな。 (中略)
ふ く ろ う は、 ち っ と も悲 し く なんかないので し
た。 ふ く ろ う く ん， う れ しそ う だろ う な。 j
4 . 紹介 し た本の よ さ について， 考えた こ と や感
じ た こ と の発表
K (女) : わた し も ， S さ ん と 同 じでふ く ろ う く んは，
う れ しそ う だな と 思いま した。
M (女) : わた しは， お月 さ ま が隠れた時， s さ ん と
同 じでふ く ろ う く んは， 悲 しそ う だな と
思いま し た。
o (女) : S さ ん と 同 じで， ふ く ろ う く んは嬉 しい と
J思し 、 ま し た。
⑦ S さ んの本紹介か ら 明 ら かに な っ た こ と
2 の感想では， 3 人 と も ふ く ろ う や月 ， 雲を擬
人化 したお も し ろ さ について， 感想を伝えてい る。
考え聞かせの後 の 4 では， s さ んが想像 したふ く
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ろ う の気持ちについて， 話を してい る。 こ の こ と
か ら ， 本の事実について感思をもつだけでな く ，
登場人物であ る ふ く ろ う や月 の行動から気持ち を
想像 してい る こ と が分かる。
4 考察
(1) 授業の様子か ら
授業の様子か ら次の 3 点 を考察 し た。
1 点 目 ， 考え聞かせは， 読むこ と を好き に させ
る 活動であ る と い う こ と 。 読むこ と を学ぶために
取 り 入れた考え聞かせは， 読むこ と が嫌いだ、っ た
A君の気持ち を変えた こ と が分かっ たo 1 学期は，
読むのが嫌いだ と 話していたA君だが， Iお手紙」
でのセ リ フ を付け足す学習後は， I好き ま ではいか
ないけ ど， 嫌いで、はな く なっ たJ と 話した。 自 分
の思いや本か ら想像 した こ と を考え聞かせで伝え，
それが友だちか ら認め られる こ と で， 読む こ と が
嫌いではな く な っ て き た と 考え る 。
2 点 目 ， 考え聞かせば， 仲間 と 話の内容につい
て話し合 う 活動であ る ため， 解釈を修正 した り ，
捉え直 し を した り する のに有効であ る と い う こ と 。
物語の同 じ場面を読んだ者同士， 本について話 し，
その時に 自 分 と 違 う 考え を聞 く と ， 解釈が違っ て
いたのではなし 、か と 思 う こ と が あ る 。
吉 田 新一 郎 (201 1) は， 著書 の 中 で プロ ス ト の
「し 1い読みは、 一人では 自 ず と 限界がある」 と し 、
う 言葉を引用 し， 次の よ う に指摘 している。
つま り 、 各 自 の反応を出発点に して話 し合
う こ と で、 よ り よ く 理解する こ と ができ 、 自
分の も のにする こ と ができ る わけです。 話 し
た り 、 聞いた り 、 考えた り しない と解釈 ・ 理
解力 が弱い ま ま にな っ て しま います。
3 (3) ②の実践で， s 君は， I く い しんぼ う 」 と
い う 人物像の付筆紙を一枚付け足 した。 「 どろであ
そんで、いたず ら っ こ」 と い う 最初の考えか ら 「か
つ てにケーキを食ぺち ゃ っ ていたず ら っ こ J ， Iケ
ーキをた く さ ん金べて く い しんぼ う J と い う 考え
の 2 つの人物像を想像する よ う になっ た と 考えるo
同 じ よ う に， w ク ッ キー』 を選んだK君も ， 内
容の理解が間違っ ていた。 そ こ で， 筆者は， I先生
の考え と ち ょ っ と ちが う んだけ どな。 も う 一回読
んでみてj と 声をかけた。 する と ， Iし 1やいやなが
ら食べてい る j か ら 「食べた く て も我慢 している 」
と 書き なお し， 主人公の気持ち に迫っ た考えをも
つ こ と ができ た。
S 君， K君は， 読む こ と が苦手で， 物語の内容
を理解するテス ト では， 点数が低い。 2 人の よ う
な子 どもたちに と っ て， 同 じ物語を読んだ仲間 と
考えを話 し合い， 考え聞かせをする こ と は， 読む
上での解釈を助 け る こ と が分かっ たo
3 点 目 ， 優れた読書家の読み方を活用 し て行 う
考え聞かせは， 登場人物の気持ちゃ登場人物が ど
の よ う な人かを想像 しなが ら読め る よ う にな る と
し 1 う こ と 。
考え聞かせは， 読み手が必然的に聞き手に 自 分
の考えを話 し， 伝える。 それを聞いて， 聞き 手は，
自 分の考え と 比べて考え る よ う になる。 考え聞か
せは， こ のや り と り を生む活動であ る。 S さ んの
本紹介の時， s さ んの考え聞かせを聞いたため，
聞 き 手が， 登場人物の気持ちに沿っ て読み進め ら
れる よ う に な っ たO こ の よ う に， 考え聞かせを し
なが ら読む こ と は， 登場人物の気持ちに沿っ て読
む力 を身につけ さ せる こ と ができ る と 考え る 。
加 えて， K さ んは， 実施後のア ンケー ト で， I考
え聞かせをする 中で， 自 分の考えが変わっ た り ，
分かっ た り した こ と があ り ま したかJ と い う 項 目
に， Iあっ た」 と 答えた。 どのよ う な こ と が分かつ
たのか聞 く と ， I ピンク (登場人物が どんな人物か)
を考えなが ら読んだ ら， ベネ ロ ベは， す ぐにあい
さ つ を覚 え られる 子なんだな と 思っ たJ と 答えた。
読む際の観点を示 し， それを活用 しなが ら読む こ
と で， 読む新たな視点が加わっ た と 考え る 。
(2) ア ンケー ト 結果か ら の考察
1 月 に考え聞かせに よ る ア ンケー ト を行っ たo
ア ンケー ト 結果か ら ， 次の 4 点 を考察 し た。
1 点 目 は， 考 え聞かせを聞 く 「聞き 手J につい
てである。 「友達の 『考え聞かせ』 を興味を も っ て
聞けま したか」 と い う ア ンケー ト 項 目 で， I聞けた」
「ま あま あ聞けたj I少 し聞けたJ と 答えた子 ど も
は， 32 名 中 26 名 だっ た。 8 割の子 ど も が興味を
も っ て友だ、ちの考え聞かせを聞いてい た こ と が分
かっ た。 その理 由 と して， I一人一人ちが う 考えだ
か ら ， ち が う 考えを聞いてな る ほ ど と 思っ たJ や
「し 1ろいろなはっ そ う ができ る から」 と答えた子
ど も がいた。 こ う 答えた子 ども た ち は， 自 分 と 違
う 考えを知る こ と は， 意義あ る こ と だ と 考えてい
る。 「友だちは， こ んな こ と を考えなが ら読んでい
る んだ」 や 「わた し と 違 う けれ ど， こ う い う 考え
1 38 
も あ る んだな」 な ど と 気付 く 場合であ る。
も う 一つの理由 と して。 「読んだ こ と のない本
があったから， 聞 き た く な っ た」 や 「楽 しいお話
がいっ ぱいあっ たから」 と答えた子 ど も がいた。
これは， 耕オが， 子 ども に と っ て興味を も て る物
語の絵本で、あっ たか ら で、ある。 聞き手に と っ て，
楽 しい， お も しろい と 感 じ る ま だ知 ら なかっ た物
語絵本を耕オ と する こ と に よ り ， 聞 き 手の興味を
持続 させる こ と ができ た と 考え る 。
2 点 目 と して。 32 名 中 6 名 は， 考え聞かせを 「あ
ま り 聞けなかっ たJ と答えた。 友だちが考えてい
る こ と について， 興味を も て なかっ た と い う こ と
である。 し か し， こ の 6 名 は 自 分の本紹介の 日 を
と て も楽 しみに していた。 こ の こ と か ら ， 友だち
の本紹介よ り も， 自 分が本を紹介する時間 に楽 し
さ を感 じていた と 考える。 言い換える と ， I読む こ
と が好 き 」 と い う こ と にな る 。
3 点 目 について。 I�考え聞かせ』 を聞いて， 友
だちが紹介 した本を読みた く な り ま したか」 と い
う 項 目 では， こ の 6 名 の う ち， 3 名 が 「 と て も読
みた く な っ たj ， 1 名 が 「読みた く なっ たj ， 2 名
が 「少 し読みた く な っ たj と 答えた。
さ ら に， 学級全体 と し て は， I と て も 読みた く
な っ たJ が 19 名 ， I読みた く なっ たJ が 9 名 ， I少
し読みた く な っ たJ が 4 名 だ、っ た。 読みた く な ら
なかっ た子 ど も が 0 名 だっ た こ と か ら， 友だちの
考え聞かせは， 聞 き 手のその本への興味を高め る
こ と が分かっ た。 考え聞かせを入れた読み聞かせ
を聞 く と ， 開き 手は， 自 分の考え と 比べた り ， 疑
問点を も っ た り し始め る。 だか ら， も う 一度本文
に戻 り たい， 違 う 場面を 自 分も読んでみたい と い
う 気持ちにな る と 考 え る。
実際に， 休み時間や朝読書の時間に， 友だちが
紹介 した本を読んで、いる 場面を見かけた。 ど う し
て， 読んで、い る のか尋ねた と こ ろ， Iおも し ろ かっ
たから」 と 答えた子 ど も がいた。 次の読書へつな
が る活動であ る こ と が分かつ た。
4 点 目 について。 「も う 1 度 『考え聞かせ』 をす
る と した ら， ど う ですか。 J と い う 項 目 では， Iあ
ま り したい と は思わなし リ と 答えた子 ど も が 2 名
い た。 理由 を聞いた と こ ろ， Iみんなの前に出 る こ
と が緊張する からJ と答えた。 こ の 2 名 は， 学級
のみんなの前で話をする こ と に苦手意識を も っ て
い る。 考え聞かせた、けに限らず， 多人数の前に出
て発表する こ と を 「あま り し た く なし リ と 思っ て
い る と 考える。 経験を少 しずつ増や し， 少人数 (ベ
アやグルーフ。) での発表の場で， 緊張が少 しでも薄
れる よ う に していき たい。
(3) 実践後の子 ど も た ち の変化 (学んだ読み方を活
用 でき たのか と い う こ と の実際)
考え聞かせの本紹介の実践 と 並行 し， rわた しは
おねえ さ ん」 の耕オで， r 自 分 と く らべなが ら読む
こ と j のね ら い を達成さ せ る た め に学習 を行っ たO
初発の感想では， 主人公であ るすみれち ゃんの
行動 と 自 分の経験を結び付けて考えをま と めた児
童が 21 名 ， 主人公の人物像に関わる感想を書いた
児童が 14 名 いた。 具体的には， 以下の 3 名 の よ う
な感想で、あっ た。
実際の感想、
M わた しには、 すみれち ゃん と 同 じで二 さ
(女) いの妹がし 、ます。 そ して、 ら く が き や、 わ
た しの も のをな く さ れた り しま した。 かん
字 ド リ ノレに青 えんぴつで、 ら く が き さ れた
時お こ っ て しま い ま した。 で も わた しは妹
がかい た絵を妹 ら しい絵だな と 思っ て け
し ませんで し た。 (以下省略)
R わた しは、 妹の こ と をお こ っ て しま っ た
(女) こ と があ っ たので、 すみれち ゃんの よ う に
や さ し く したいな と 思いま した。 すみれち
ゃ ん の よ う にな り たいです。
K わた しな ら も し、 妹がし 1て ノ ー ト に ら く
(女) が き を した ら 、 「 も う 、 {可 し て る の。 」 と お
こ っ て し ま いそ う です。 そ して、 ノ ー ト に
かいた ら く が き を け して しま います。 すみ
れ さ んは、 け さ ないでいま し た。 (中略)
わた しは、 け して しま う と 、 か り ん さ んが
いやな気 も ち にな っ て しま う から 、 け して
いなかっ たんだな と 思いま した。
M さ んは， 主人公 と は違っ て怒っ て しま っ た と
い う 自 分の経験を思い出 し， 感想に書いた。 主人
公 と 違っ て怒っ て しま っ たけれ ど も ， かわい ら し
い絵だ、 と 思っ た 自 分を思い出 しなが ら ， 主人公の
気持ち を想像 し た感想、 に な っ ていた。
R さ んは， 主人公 と似ている 経験を したこ と を
感想に書いた。 さ ら に， 主人公の人物像について
「や さ しし リ と 書き ， 自 分も そ う な り たい と い う
思いを感想に した。 R さ んは， 本紹介で学んだ優
れた読書家の読み方の 3 つの う ち 2 つ を活用 しな
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が ら読み， 自 分の妹への接 し方を変えたい と い う
生活への意欲に もつなげる こ と ができ た。
K さ んは， 妹はいないが， rも しいた ら」 と い う
視点で感想を書いた。 自 分だ、っ た ら ど う す る かを
考え， 本か ら 自 分 と のつなが り を見出 している。
感想の後半部分では， 主人公の気持ちから妹の気
持ち と 主人公の気持ち を想像 し， 感想に書いたO
K さ んも本紹介で学んだ優れた読書家の読み方の
う ち， 2 つ を活用 し て読んだ と 考え る 。
こ の よ う に， 子 ども たち は， 優れた読書家の読
み方を活用 し て こ の教材を読む こ と ができ た。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
本研究では， 次の 2 点が 明 ら かに な っ た。
1 点 目 は， 考え聞かせを取 り 入れた読み聞かせ
は， 読み方を学ぶ上で有効であ る こ と 。
2 点 目 は， 考え聞かせを続けてい く こ と が， 1 
人で読書ができ る 子 ど も を育て る こ と になる と い
う こ と であ る。
(2) 課題
課題は， 次の 2 点であ る。
1 点 目 は， 考え聞かせをする 際の読み手の意識
の問題で、ある。 考え聞かせは， 読みなが ら考えた
こ と を聞き 手に話すこ と が 目 的 と な る。 人前で話
す と 緊張 した り ， 苦痛になっ た り する 子 ど も も い
る。 朝読書の時間に， 身近なベアで考え聞かせを
する な ど継続的な取 り 組みが今後必要であ る 。
2 点 目 は， 友だちの考え聞かせへの意欲の問題
である。 ア ンケー ト で 「あま り 聞けなかっ たj と
答えた子 ども たち が興味を も っ て間ける よ う にな
る ために， 選書の方法な どを研究 していき たい。
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